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の
場
合
、
病
気
を
完
全
に
な
く
す
こ
と

は
て
き
ま
せ
ん
。

ぐ
あ
い
の
怒
い
こ
と
に
、
&
叶
一
の
わ

に
し
た
ち
の
'
災
生
活
は
、
や
わ
ら
か
く

2歳す i

ノ
〆
/

子
ど
も
が
立
っ
て
い
る
と
き
は
う

え
か
ら
こ
の
よ
う
に
す
る
と
安
定

が
よ
く
奥
歯
ま
で
よ
く
見
、
え
ま
す
。
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二万広報

6月6日の海野町日曜広場で「上田市民吹奏楽団」が初の演奏会を聞き、広場で休日を楽しんでいた市
民を喜ばせ、 1月に発足して練習期聞が短いわりに、すは、らしい演奏で大きな拍手を受けていま した。

市民吹奏楽団は、市内に働く音楽好きな若者が集り、「音楽をとおして社会に参加、奉仕的精神を養う

とともに、健全な仲間づくりを進める」ことを目的に、今年 1月上回勤労青少年ホームのクラブのーっ

として発足、 27名の団員が、週2回同ホームで猛練習をつんで、この自の発表会となりました。
これからは、団員と演奏曲目を増やし、吹奏楽の コンクールに出場し、毎年定期演奏会を聞きたいと

夢をふくらませています。入団希望の方は、上回勤労青少年ホームへおいでください。 (宮②7117)
(写真は、日曜広場で熱のニもった演奏をする上田市民吹奏楽団)

巻
、
か
し
わ
保
育
園
へ

以
上
め
皆
き
ん
か
ら
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す。
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市長相談日
「移動市長室」と「市民と市長の日」

本年初めての「移動市長室」を 6月23日附
午前10時か ら午後3時まで、上野が丘公民
館で行し、ます。この移動市長室は毎月 1回
市長か‘各地域へ出向き、市民の皆さ んのご

意見、ご要望をお聞きし、市政に反映させて

行くため10月まで行います。また、「市民と
市長の日」を 7月1日附午前9時から午後
4時ま で市役所3階市長室で-行います。

お気軽にお出かけください。
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市長提案説明

t: えつ

(6月定例市議会〕

報広一
本
日
こ
こ
に
昭
和
五
十

一
年
六
月
定

一
例
市
議
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ

臥
耐
ろ
、
議
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

胞
慨
公
私
共
ご
多
用
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず

縦

ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
ま
こ
と
に

駒
山

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ベ

今

回

提

案
い
た
し
ま
し
た
議
案
は
、

一
条
例
案
四
件
、
予
算
案
五
件
、
事
件
決

一
議
案
三
件
、
報
告
十
件
の
合
計
二
十
二

一
件
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
っ
ち
特
に
補

一
正
予
算
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
依
然
と

時
し
て
き
び
し
い
市
財
政
で
あ
り
ま
す
の

の
L新

で

今
回
は
当
面
財
源
的
に
見
込
み
得

-

る
も
の
を
主
体
と
し
て
必
要
最
少
限
の

衛
生
費
に
お
き
ま
し
て
は
、
上
小
衛

生
施
設
組
合
負
担
金
二
千
二
百
二
十
六

万
二
千
円
、
上
田
市
真
田
町
じ
ん
か
い

も
の
の
み
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
財
政
が
極
め
て
困
難
な
状

況
下
に
あ
り
ま
す
予
」
と
は
私
が
申
し
あ

げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
と

も
こ
の
問
題
解
決
の
た
め
に
一
層
の
努

力
を
は
ら

っ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
議
員
各
位
の
ご
協
力
を
切
に

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

国
保
の
保
険
税
率
を
改
訂

ま
ず
条
例
案
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
上

田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改

境
整
備
の
予
算
二
千
五
百
七
十
五
万
八

千
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
は
、
前
年

掛磁器与守繭揖キ 、

6月定例市議会で提案説明をする石井市長

正
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
税
法
の
一

部
改
正
に
伴
う
保
険
税
の
課
税
限
度
額

の
引
上
げ
、
月
割
課
税
の
規
定
の
笠
備

低
所
得
者
に
対
す
る
均
等
割
と
平
等
割

の
減
額
す
る
額
の
引
上
げ
及
び
最
近
に

お
け
る
療
養
給
付
費
等
の
支
出
の
増
高

な
ど
を
考
慮
し
て
保
険
税
率
の
改
訂
を

行
い
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

果
樹共
済
制
度
を
整
備

次
に
上
田
市
農
業
共
済
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
ま
す
。

現
在
上
田
市
で
は
果
樹
共
済
の
う
ち

り
ん
ご
の
共
済
事
故
に
対
し
て
は
、
い

わ
ゆ
る
減
収
方
式
と
品
質
方
式
の
二
本

立
て
に
よ
り
共
済
事
故
の
算
出
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
品
質
方
式
に

つ
い
て
は
、
品
質
の
指
数
を
適
正
に
は

握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
現
状

で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
共
済
事
故

か
ら
除
外
し
た
い
と
い
う
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

一
般
会
計
補
正

四
億
三
千
万
円

続
き
ま
し
て
昭
和
五
十
一
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
申
し
あ
げ
ま

す
。今

回
の
補
正
額
は、

四
億
三
千
四
百

八
十
九
万
円
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
総

額
は
八
十
三
億
四
千
八
十
三
万
七
千
円

要
望
の
強
い
道
路
の
新
設
改
良
工
事
費

と
し
て
、
今
回

一
億
円
を
追
加
計
上
す

る
等
大
幅
に
増
額
し
市
内
の
道
路
整
備

と
な
り
、
前
年
同
期
に
対
し
て
九
・
九

%
の
伸
長
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
補
正

に
よ

っ
て
歳
出
の
構
成
比
は
、
民
生
費

が
最
高
で
二
九
・
九
%
、
次
に
教
育
費

の
一
五
%
、
総
務
費
一
一
・
九
%
の
順

と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
市
税
一
億
二

千
五
百
七
十
八
万
二
千
円
、
市
償
一
億

一
千
三
百
三
十
万
円
、
繰
入
金
七
千
九

百
六
十
七
万
八
千
円
、
県
支
出
金
五
千

二
百
三
十
九
万
円
等
い
ず
れ
も
収
入
可

能
な
範
囲
内
で
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

集
会
施
設
新
築

一
千
万
円
な
ど
を
補
助

次
に
、
歳
出
の
主
な
も
の
に
つ
い
て

申
し
あ
げ
ま
す
。
総
務
費
に
お
き
ま
し

て
は
、
自
治
会
に
対
す
る
共
同
集
会
施

設
新
築
及
び
用
地
購
入
費
補
助
金
一
千

九
百
八
十
八
万
九
千
円
の
ほ
か
、
防
犯

灯
、
掲
示
板
設
置
の
補
助
金
等
地
域
の

環
境
整
備
と
明
る
い
街
づ
く
り
の
た
め

の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
枠
に

共
同
集
会
施
設
補
助
金
に
つ
き
ま
し
て

は
、
い
ま
ま
で
新
築
に
つ
い
て
の
対
象
事

業
の
限
度
額
八
百
万
円
を
近
年
の
建
築

費
の
増
加
に
伴
い
こ
れ
を
一
千
万
同
に

引
上
げ
、
自
治
会
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
し
た
。

民
生
費
で
は
、
老
人
医
療
費
等
受
診

率
増
加
に
伴
う
国
保
会
計

へ
の
繰
出
金

と
し
て
二
千
万
円
を
追
加
計
上

い
た
し

士
主
ー
し
れ
九
。

次
に
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

申
し
あ
げ
ま
す。

今
回
の
補
正
額
は
五

億
四
千
五
百
四
十
九
万
七
千
円
で
こ
れ

最
近
、
線
路
に
石
や
物
を
置
い
た

り
、
踏
切
で
一
た
ん
停
止
を
し
な
い

た
め
大
き
な
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
昨
年
、
長
野
鉄
道
管
理
局
管
内

で
、
二
百
六
十
一
件
の
鉄
道
妨
害
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
列
車
の
脱
線

転
覆
に
つ
な
が
り
人
命
に
か
か
わ
る

大
き
な
事
故
を
起
き
な
い
た
め
に
、

次
の
事
項
を
必
ず
守
り
、
列
車
の
安

全
運
行
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

ー
、
子
供
を
線
路
で
遊
ば
せ
な
い
。

2
、
線
路
に
石
や
物
を
置
か
な
い
。

3
、
線
路
の
中
を
歩
か
な
い
。

4
、
踏
切
で
は
必
ず
一
た
ん
停
止
、

右
と
左
を
よ
く
み
て
わ
た
る
。

線路での

遊びはやめよう
物と

お金を大切に

踏切などで

事故多発

夏期特別貯蓄

運動

(6月10日-7月10日〕

、、ー・ー-

日
年
度
最
終
予
算

八
四
億
五
千
万
円
に
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正
予
算
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
依
然
と

し
て
き
び
し
い
市
財
政
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
回
は
当
面
財
源
的
に
見
込
み
得

る
も
の
を
主
体
と
し
て
必
要
最
少
限
の

t:一一(盟諸制鈎 第721{}_ 

衛
生
崎
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
上
小
衛

生
地
位
印
刷
会
品
川
伺
金
二
千
二
百
二
十
六

万
三
千
円
、
上
田
市
真
田
町
し
ん
か
い

焼
却
喝
組
ム
口
負
拘
金
二
千
七
十
二
万
八

千
円
の
ほ
か
、
大
星
斎
場
組
合
負
担
金

上
田
市
外
八
か
町
村
病
院
組
合
負
担
金

等
そ
れ
ぞ
れ
負
担
割
合
に
応
じ
た
義
務

的
経
質
を
追
加
計
上
い
た
し
、
こ
れ
ら

施
設
の
円
滑
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
に

い
た
し
ま
し
た
。

農
村
総
合
モ
デ
ル
事
業
な
ど

生
活
環
境
を
整
備

え

農
林
水
産
業
費
で
は
、
農
村
総
合
モ

デ
ル
事
業
費
六
千
五
百
二
十
万
円
の
ほ

か
同
和
地
区
の
農
業
振
興
と
し
て
東
前

山
、
千
曲
町
、
保
野
地
区
等
の
農
道
新

設
工
事
費
を
は
じ
め
、
共
同
利
用
の
農

機
具
及
び
保
管
庫
等
地
区
内
の
生
活
環

つ広報

保
険
税
率
を
改
訂

ま
ず
条
例
案
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

上

田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

境
整
備
の
予
算
二
千
五
百
七
十
五
万
八

千
同
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
は
、
前
年

か
ら
の
継
続
事
業
て
あ
り
本
年
度
は
大

久
保
地
区
の
農
業
集
落
道
を
は
じ
め
、

大
屋
地
区
の
排
水
工
事
、
林
之
郷
の
防

災
安
全
施
設
工
事
等
生
活
環
境
基
盤
整

備
を
重
点
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま

し
て
、
当
面
、
国
庫
事
業
費
決
定
に
伴

う
計
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
こ
の
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
わ
く
の
拡

大
を
国
に
働
き
か
け
、
早
期
実
現
に
努

力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

塩
田
運
動
公
園

を
整
備

次
に
土
木
費
と
い
た
し
ま
し
て
は

増
加
す
る
自
動
車
交
通
に
対
処
す
る
た

め
の
交
通
安
全
施
設
整
備
工
事
費
七
百

九
十
七
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
地
元

…

県
知
事
表
彰
産
業
功
労
者
に

…

…

柄
沢
貞
三
さ
ん

…

…

五
十
一
年
度
県
知
事
表
彰
に
地
域
協
同
組
合
の
常
務
理
事
に
就
任
、
五

…

…
の
発
展
に
尽
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
十
年
退
任
さ
れ
る
ま
で
、
国
土
の
保

…

…
れ
、
柄
沢
貞
三
さ
ん
が
五
月
三
日

県

全

、
治
山
治
水
の
も
と
と
な
る
山
林

…

…
庁
講
堂
に
お
い
て
知
事
表
彰
を
受
け

用
苗
木
、
お
よ
び
、
都
市
緑
化
木
の
生

…

μ

ら
れ
ま
し
た
。

産
と
技
術
の
向
上
に
尽
き
れ
ま
し
た
鳴H

…
柄
沢
貞
三
さ
ん
(
大
臼
木
、

七
十

一

…
四
歳

)

六

月

一

日
号

へ
掲
載
で
き
な
か
っ
た
“

一

昭
和
二
十
七
年
長
野
県
山
林
種
苗
こ
と
を
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

目
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す
。今
回
の
補
正
額
は
、
四
億
三
千
四
百

八
十
九
万
円
で
、
こ
れ
に
よ
り
予
算
総

額
は
八
十
三
億
四
千
八
十
三
万
七
千
円

要
望
の
強
い
道
路
の
新
設
改
良
工
事
費

と
し
て
、
今
回
一
億
円
を
追
加
計
上
す

る
等
大
幅
に
増
額
し
市
内
の
道
路
整
備

を
積
極
的
に
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
街
路
事
業
費
と
し
て
、
秋

和
上
堀
線
の
舗
装
改
良
工
事
費
四
千
二

百
八
十
万
円
、
公
園
整
備
費
と
し
て
、

千
曲
川
市
民
公
園
を
は
じ
め
、
あ
ら
た

に
塩
田
運
動
公
園
を
整
備
す
る
た
め
の

工
事
費
二
千
五
百
五
十
万
円
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
住
宅
建
設
費
で

は
、
岩
門
地
区
に
市
営
住
宅
を
建
設
す

る
た
め
の
用
地
購
入
費
及
び
土
地
造
成

費
四
千
二
百
万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し

た。
小
学
生
に

フ
ッ
素
洗
口
(
せ
ん
こ
う
)
実
施

教
育
費
に
お
き
ま
し
て
は
、
青
年
の

船
に
よ
る
海
洋
セ
ミ
ナ
ー
補
助
金
と
、

あ
ら
た
に
小
学
校
児
童
に
対
す
る
フ
ッ

素
洗
口
(
せ
ん
こ
う
)
実
施
に
伴
う
薬

品
代
等
の
計
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。
フ
ッ

素
洗
口
に
つ
き
ま
し
て
は
、
児
童
生
徒

の
虫
歯
予
防
に
対
す
る
効
果
的
な
方
法

と
し
て
歯
科
医
の
指
導
を
得
て
六
月
か

ら
実
施
す
る
も
の
で
、
当
面
受
入
れ
態

勢
の
で
き
た
十
三
校
に
つ
い
て
行
う
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
別
会
計
補
正

五
億
四
千
万
円

率
増
加
に
伴
う
国
保
会
計
へ
の
繰
出
金

と
し
て
二
千
万
円
を
追
加
計
上
い
た
し

+手

l
レ
れ
へ
。

次
に
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

申
し
あ
げ
ま
す
。
今
回
の
補
正
額
は
五

億
四
千
五
百
四
十
九
万
七
千
円
で
こ
れ

に
よ
り
予
算
規
模
は
九
会
計
あ
わ
せ
て

三
十
七
億
一
千
二
百
五
万
円
と
な
り
、

一
般
会
計
と
あ
わ
せ
て
百
二
十
億
五
千

二
百
八
十
八
万
七
千
円
の
予
算
規
模
と

な
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
に
お
い
て
医
療
費
改

訂
等
に
伴
う
療
養
給
付
費
保
険
者
負
担

分
の
追
加
計
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

事
件
決
議
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市

道
路
線
の
認
定
廃
止
案
件
の
ほ
か
、
上

田
市
浦
里
西
部
農
業
構
造
改
善
事
業
実

施
に
伴
い
ま
し
て
、
上
田
市
と
青
木
村

と
の
境
界
の
一
部
を
変
更
い
た
す
も
の

で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
後
に
報
告
案
件
に
つ
い
て
申
し
あ

げ
ま
す
。

ま
ず
、
専
決
処
分
し
た
上
田
市
税
条

例
の
一
部
改
正
で
は
個
人
、
法
人
市
民

税
の
均
等
割
、
税
率
の
改
正
、
軽
自
動

車
税
の
税
率
改
正
、
土
地
の
評
価
替
え

に
伴
う
固
定
資
産
税
の
負
担
調
整
措
置

等
の
改
正
を
し
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
専
決
処
分
し
た
上
田
市
都
市

計
画
税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
き
ま
し

て
は
、
土
地
の
評
価
替
え
に
伴
う
都
市

計
画
税
の
負
担
調
整
措
置
等
で
あ
り
ま

し
て
、
こ
れ
ら
二
件
に
つ
き
ま
し
て
は

四
月
一
日
付
で
専
決
し
た
も
の
で
ご
さ

い
ま
す
。

同
年
度
最
終
予
算

八
四
億
五
千
万
円
に

ま
た
、
専
決
処
分
し
た
昭
和
五
十
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
そ
れ
ぞ
れ
去

る
三
月
二
十
九
日
、
三
十
一
日
付
専
決

い
た
し
た
も
の
で
、
内
容
は
、
市
税
等

の
減
収
と
そ
の
補
て
ん
の
た
め
の
特
例

法
二
条
債
を
は
じ
め
起
債
、
補
助
等
決

定
に
伴
う
最
終
調
整
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
最
終
予
算
は
、
八
十
四

億
五
千
六
百
二
十
九
万
四
千
円
と
な
り

前
年
度
に
対
し
一
三
・
五
%
の
伸
長
と

な
り
ま
す
。

予
算
の
繰
越
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
共
下
水
道
事
業
予
算
に
お
い
て
二
千

二
百
万
円
を
、
ま
た
、
水
道
事
業
会
計

予
算
に
お
い
て
二
億
二
千
四
百
五
万
円

の
事
業
繰
越
し
を
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
今
回
提
案
い
た
し
ま
し
た
条

例
、
予
算
、
事
件
決
議
案
等
に
つ
い
て

の
概
要
を
申
し
あ
げ
ま
し
た
。

ご
審
議
の
う
え
、
適
切
な
る
ご
議
決

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

九一一…J
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市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
を
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
上
半
期
と

下
半
期
の
二
回
、
定
期
的
に
内
容
を
公

表
し
て
い
ま
す
。

五
十
年
度
下
半
期
(
五
十
年
十
月
一

日
か
ら
五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
)
の

財
政
状
況
を
会
計
別
に
グ
ラ
フ
や
表
に

あ
ら
わ
し
て
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ご
ら
ん
に
な
っ

て
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

注

1
表
・
グ
ラ
フ
の
数
字
は
万
円
以

下
切
り
す
て
。

t: えつー第721号 (要略説綴号)ー一一広報

昭
和
問
年
度
下
半
期

〈参

考

〉

上
田
市
内
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の

財
政
状
況
は
、
表
、
グ
ラ
フ
の
と
お
り

で
す
が
、
こ
の
ほ
か
市
で
は
、
水
道
局

産
院
の
企
業
会
計
に
、
近
隣
市
町
村
と

事
業
を
と
も
に
し
て
い
る
じ
ん
か
い
焼

却
場
組
合
、
病
院
組
合
、
大
星
斎
場
組

合
、
衛
生
施
設
組
合
、
広
域
行
政
事
務

組
合
の
一
部
事
務
組
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立

し
て
別
途
に
行
っ
て
い
ま
す
。
必
要
な

資
金
も
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
別
に
借
入
れ

を
し
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

な i
事i
業i

費生民

下之条保育園新築(写真)など保育

の充実、同和対策、医療費給付の増

額など福祉向上の事業が行われまし

た。

五
十
一
年
三
月
三
十
一
日
現
在
(
五

十
年
度
)
の
借
入
残
高
は
、
総
合
計
七

十
五
億
二
千
五
百
二
十
一
万
五
千
円
(
一

般
会
計
、
特
別
会
計
含
む
)
に
な
り
ま

す。
こ
の
借
入
金
は
、
毎
年
市
の
予
算
に

計
上
さ
れ
、
計
画
的
に
償
還
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
民
の
皆
き
ん
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
会
計
別
借
入
残
高
ご
般
会
計
、
特

別
会
計
を
含
む
。
日
年
3
月
白
日
現
在
)

付
地
方
債
現
在
高

一
般
会
計
二
三
億
一
千
九
百
九
十
四

一般会計下半期収支状況 (51年 3月31日現在)

億円
5憶

税

地方交付税

国庫支出金

市

市

業費

出
f意6，308万円
( 100%) 

{意5，310J?:円
(69.3%) 

支出済額

予算額

万
円

特
別
会
計
一

O
億
五
千
百
八
十
三
万

六
千
円

企
業
会
計
一
六
億
七
千
七
百
二
万
七

千
円

一
部
事
務
組
合二
億
千
五
百
六
十
五
万

五
千
円

計

五

二

億

六

千

四

百

四

十

五

万
八
千
円

債
務
負
担
行
為

一
般
会
計

議
決
額
四
二
億
二
千
四
百
七
十
三

軍
用
計
-
-
ム

歳入

総予算額 84憶 5，629万円
(100%) 

総収入済額 68億 2，171万円
(80.7%) 

-予算額

亡二コ収入済額

100%) 

万
九
千
円

実
負
担
額
一
七
億
七
千
七
十
五
万
七

千
円

議
決
額
は
、
議
会
で
承
認
さ
れ
た
額

実
負
担
額
は
、
実
際
に
負
担
す
る
額
。

他
の
会
計
は
負
担
行
為
な
し

同
一
時
借
入
金

一

般

会

計

三

億

九

千

万

円

特

別

会

計

一

億

円

計

四

億

九

千

万

円

他
の
会
計
は
一
時
借
入
な
し

総
合
計
七
五
億
二
千
五
百
二
十
一

万
五
千
円円

円

5憶 10ft 

毘生費
21憧5，345万
四億9，534万円(97.3%)

揖務費
13憧7，4回万円
山健2，引l万円(7U%)

誼 育費 111a8，688回7万万円円圃(8圃8圃4圃%圃}圃圃圃
市健4，

商工費
9憧2，I柑万円

8偉7，7却万円(95.2%)

土木貴
9檀1，316万円

ト 一一一-7憧 324万円(77%)

島林車章旗.
5憧9，570万円
5憧2，1詰万円(87.5%)

企債費 41a 5 ， 7~万円

4偉5，633万円(咽 6%)

iIi生. 41a3，754万円

l11i//総・仁総・支三予・凶二算済・歳コ額額ヨ予巨84億S出，6297 

-包2，074万円{蝿 2%)

滴院.

官;7l万円(97.9%) (100% 

圃金貸 751意6，019フ
( 89 . 4 ~ 

持‘'そーの他
算額

出済額



-(5ド一一昭和51年6月16日

教 育 費

市民体育館南側へテニスコート 2面

新設(写真、厚生年金・国民年金の還
元融資受ける)第 3中学校体育館の

夜間開放など、スポーツ施設の充実

豊殿小学校の改築、第 1・第 3・第 4

中学校の増築など幅広い教育行政を

f子いました。

財産表 (51年 3月31日現在)

住 山 建 土 有 積
宅
〆一ーへーー、

{面

建草敷地 JL 
証

積面積面
林 物 地 券 金

-FJ」¥a 一

七 四
四二 八 九 -/JL、- 一 一
五七 -ノ_J_、ー 一 。
五三 九 八 四 一 五
四七 一 四 四 一 七一
0四 八 一 万 万
町}'汀}' ロl' ロl' ロl' 円 円

広報うえだ一一ー(事諸説綴喜) 一第721号、

土 木 費 農林水産業費

拡張が進む秋和上堀線(写真)など

道路の新設改良舗装に力がそそがれ総合モデル事業など生活に密着した

ました。 環境整備が行われました。

特別会計下半期収支状況(51年3月31日現在)

歳入 歳出
総予算額 29憶6，308万円

( 100%) 

総収入済額 23億8，590万円
(80.5%) 』一 2.721万円 (101.2%)

予算額 2，688万円

4，412万円

4，741万円

1I章35万円

3tt7，477万円

4傭4，377万円

.~ 
15億 711万円(92.0%)

埠車与孟語且

101:意: 5 i意

総予算額 29億6，308万円
(100%) 

総支出済額 201意5，310Ji円
(69.3%) 

1，871万円(69.6%川 支出済額

2，688万円 ・・圃圃予算額

3，951万円(89.6%)

4，650:万円(98.1%)

債務負担行為(51年3月31日現在) 地方債現在高 (51年3月31日現在) (単22
債務負担議決額 422，473万円

区 分 一般会計 計合訓

50年 9月末日現在額 236，560 82，445 I 319， 

実負担額 177，075万円 50年10年月か月ら 9，420 32，840 
51if. 3 末日までの借入額 23，420 

J 

一時借入金 (51年3月31日現在) 50年10年月か月ら 13，986 14，668 
51if. 3 末日までの償還額 682 

J 

|借入現在高 I 39，00 差 号| 現 在 額 231，994 105，183 337，177 -

ー第721号一一

民

下之条保育

の充実、同

額など福祉

fこ。



夏
休
み
0

フ
ラ
ン
に

谷
浜
海
水
浴
を

「
上
田
市
海
の
家
」
開
設

昭和51年 6月16日一一一(6)ー

お知らせ

t: えつ報
市
で
は
、
今
年
も
谷
浜
海
岸
へ
「
上

広

田

市

海

の
家
」
を
開
設
し
ま
す
。

一

今
年
で
三
年
目
を
迎
え
た
「
海
の
家
」

一
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
家
族
ぐ
る
み

州
開
幕
に
親
し
め
、
健
康
的
な
良
い
機
会

協
だ
」
と
大
変
好
評
で
大
勢
の
皆
さ
ん
に

議
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

明
則
今
年
は
、
七
月
一
日
か
ら
八
月
三
十

一

一
日
ま
で
開
設
し
ま
す
の
で
、
こ
ど
も

一
さ
ん
の
夏
休
み
な
ど
に
合
わ
せ
て
お
気

一
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

一
〈
申
込
み
方
法
〉

一

日

帰

り

の
場
合
は
当
日
で
も
利
用
で

月
き
ま
す
。

n
4
 
新
宿
泊
の
場
合
は
、
遅
く
て
も
一
週
間

一

位

前

ま
で
に
、
直
接
電
話
で
予
約
し
て

; 市民の森の鹿圏で4頭の小鹿が生

l れました。みんなでかわいがりま

: しょう 。

く
だ
さ
い
。
(
七
月
中
は
、
利
用
者
が
集

中
し
ま
す
の
で
早
目
に
申
込
ん
で
く
だ

豚
肉
市
価
の
二
割
安
で

毎
月
第
四
土
曜
日

さ
い
)

〈
開
設
場
所
〉

新
潟
県
上
越
市
長
浜
、
北
陸
線
谷
浜

駅
前
、
民
宿
「
飯
田
屋
」
(
宮

O
二
五
五

@
二
一

O
二

〈
料
金
〉

日
帰
り
(
食
事
な
し
)
大
人
七
百
円

小
学
生
以
下
五
百
円

宿
泊
(
二
食
付
)
大
人
二
千
四
百
円

小
学
生
二
千
二
百
円

〈
利
用
時
間
〉

日
帰
り
、
午
前
九
時

1
午
後
四
時

宿
泊
、
午
後
一
時
i
翌
日
午
後
四
時

〈
収
容
能
力
〉

日
帰
り
約
七
十
人

宿

泊

約

五

十

人

〈
お
問
合
せ
〉

民
生
部
市
民
課
生
活
係
(
宮
@
四
一

0
0内
線
二
七
六
)

腎
の
集
団
検
診

胃
ガ
ン
の
早
期
発
見
を
目
的
に
胃
集

団
検
診
を
下
表
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で

最
寄
り
の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

〈
検
診
前
の
注
意
〉

検
診
当
日
は
、
検
診
が
終
了
す
る
ま

で
、
飲
食
、
喫
煙
は
絶
対
し
な
い
こ
と
。

〈
検
診
時
の
服
装
〉

ぬ
ぎ
や
す
い
服
装
で
、
ボ
タ
ン
、
金

具
が
付
い
て
い
な
い
も
の
を
着
用
。

〈
検
診
後
の
注
意
〉

検
診
終
了
後
は
、

水、

湯
茶
、
牛
乳
、

ロ
ー
ス
(
極
上
肉
)
、
ヒ
レ
(
極
上

肉
)
、
モ
モ
(
上
肉
)
、
カ
タ
(
中
・

並
肉
)
、
パ
ラ
(
コ
マ
切
れ
)

果
物
な
ど
水
分
の
多
い
も
の
を
十
分
と

っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
料
金
、
お
問
合
せ
〉

一
人
六
百
五
十
円
、
民
生
部
保
健
予

防
課
(
宮
@
四
一

O
O内
線
二
八
八
・

二
八
九
有
線
②

O
七
二
二

狩
猟
者
講
習
会

狩
猟
者
講
習
会
が
、
下
表
の
日
程
に

よ
り
行
わ
れ
ま
す
。
該
当
者
は
必
ず
受

け
て
く
だ
さ
い
。

講
習
会
開
催
日
は
、
初
心
者
課
程
、

経
験
者
課
程
に
よ
り
違
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
み
先
き
・
方
法
〉

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
最

近
六
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
、
上
半
身

無
帽
の
ラ
イ
カ
判
(
縦
お
ミ
リ
、
横
川
品

ミ
リ
)
写
真
二
枚
(
二
種
目
受
講
者
も

二
枚
で
よ
い
)
を
添
え
て
、
上
小
地
方

事
務
所
林
務
課
(
合
同
庁
舎
)
へ
申
込

胃集団検診日程表

実施日 会 場

62月5幽 緑が丘北区会館

26出 市健康センター

28伺)柳町公会堂

29ω 中之条公会堂

3附d三好町会館
7月
1附 三好町会館

2幽 川辺町会館

3出 川辺町会館|

-
以
後
の
日
程
は
、
広
報
う
え
だ
に
掲
載

し
ま
す
。

・
時
間
は
い
ず
れ
も
七
時
四
十
分
か
ら
受

付
を
開
始
し
ま
す
。

二
か
月
間
。
台
帳
作
成
事
務
。

〈
お
問
合
せ
〉

総
務
部
庶
務
課
職
員
係
(
宮
@
四

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
用
紙
は
、
申
込
み
先
き
の
ほ

か
、
市
役
所
農
政
部
農
林
謀
、
毎
回
支

所
、
川
西
支
所
に
あ
り
ま
す
。

〈
受
付
期
間
〉

講
習
日
の
三
目
前
ま
で
。

〈
受
講
料
〉

初
心
者
・
甲
種
千
五
百
円
、
乙
、
丙

種
二
千
円

経
験
者
・
各
種
と
も
千
円
。

〈
お
問
合
せ
〉

農
政
部
農
林
課
(
宮
@
四
一

O
O内

線
三
二
固
有
線
②
O
七
五
二

狩猟者講習会日程表

初心者課程

日 時 場 所

6月30日(水) 午前9時から午後3時まで 上回合同庁舎6階会議室

7月1日(木) 同 上 同 上

経験者課程

6月22日(火) 午前9時から午後3時まで 上回合同庁舎6階会議室

す

き

/

ん

お

そ

ろ

い

で

ご

a
F
a
R
(

だ
さ
い
。
入
場
料
は
雌
炉
説
明
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

1
七
月
三
日
出
回
目
同

午
前
十
時

l
午
後
四
時
、
山
本
鼎
記



き
ま
す
。

宿
泊
の
場
合
は
、
遅
く
て
も

一
週
間

位
前
ま
で
に
、
直
接
電
話
で
予
約
し
て

号
勾
，

e第一
上
回
食
肉
商
組
合
で
は
、
市
の
協
賛

一
を
得
て
、
今
月
か
ら
毎
月
第
四
土
曜
日

一
を
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
と
決
め
「
新

鋭

し
い
表
示
方
法
」
に
よ
り
、
豚
肉
を
対

問
削

象
と
し
て
、
市
場
価
格
の
二
割
安
で
版

協
売
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

細川
淵

こ
の
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
の
当
日
は
、
表

一

示
方
法
を
今
ま
で
の
「
上
肉
」
「
中
・
並

一
肉
」
「
コ
マ
切
れ
」
か
ら
、
「
モ
モ
」
「
カ

行
タ
」
「
パ
ラ
」
な
ど
肉
の
部
分
名
称
を
表

示
し
て
販
売
し
ま
す
。

今
ま
で
の
表
示
で
は
、
肉
の
規
格
が

豚
肉
市
価
の
二
割
安
で

毎
月
第
四
土
曜
日

えつ広報

統制小作料が改訂

一(7)一一昭和51年6月16日

農林省は、 42年改訂以来、 9か年間据えおかれて

いた統制小作料を下表のとおり改訂されました。
@ 1. この統制小作料は、農地法改正前 (45年 9

月30日以前)に賃貸借を行った土地に適用

きれます。
農地法改正後 (45年10月 1日以降)に賃貸

借を行った農地は、標準小作料が適用され

ます。
この統制小作料は、 55年 9月30日まで適用

きれ、 55年10月 1日からは、標準小作料に

なります。

2. 

統
一
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
消
費
者
か

ら
は
っ
き
り
表
示
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
り
、
試
験
的
に
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
で
は
、
こ
の
表
示
方

法
に
よ
り
、
上
回
食
肉
商
組
合
加
入
の

販
売
庖
で
自
主
的
に
二
品
目
を
選
定
し

前
日
の
市
場
を
参
考
に
、
市
場
価
格
よ

り
二
割
安
く
販
売
し
ま
す
。
ま
た
、
ブ

ロ
ッ
ク
肉
(
消
費
者
向
け
に
加
工
し
な

い
肉
)
の
販
売
も
希
望
に
よ
り
行
い
ま

す
。

3. 

具
が
付
い
て
い
な
い
も
の
を
着
用
。

〈
検
診
後
の
注
意
〉

検
診
終
了
後
は、

水
、
湯
茶
、
牛
乳
、

〈
表
示
方
法
の
例
〉

ロ
ー

ス

(
極
上
肉
)
、
ヒ
レ

(極
上

肉
)、

モ
モ

(上
肉
)
、
カ
タ
(
中
・

並
肉
)
、
パ

ラ

(
コ
マ
切
れ
)

-
以
後
の
日
程
は
、
広
報
う、
え
だ
に
掲
載

し
ま
す
。

.
時
間
は
い
ず
れ
も
七
時
四
十
分
か
ら
受

付
を
開
始
し
ま
す
。

〈
岬
博
問
問
削
開
閉
問
・
朴
山
戸
I

盲
苧
市
内
申
脅
〉

二
か
月
問
。
台
帳
作
成
事
務
。

〈
お
閉
会
せ
〉

総
務
部
庶
務
課
職
員
係
(
宮
@
四

一

0
0内
線
二
二
二
・
二
二
三
有
線
②

O

六
五
二

市
臨
時
職
員
募
集

市
で
は
、
次
に
よ
り
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
履
歴
書

を
持
参
の
う
、
ぇ
、
六
月
末
日
ま
で
に
市

役
所
三
階
庶
務
課
職
員
係
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。

〈
資
格
〉

家
庭
の
主
婦
で
事
務
経
験
の
あ
る
人
。

〈
募
集
人
員
・
賃
金
〉

若
干
名
、
日
額
二
千
四
百
円
。

カ

歪52
芙z
g会
作
PU 

展

五
月
五
日
「
こ
ど
も
の
日
」
に
上
回

公
園
一
帯
で
行
わ
れ
た
、
写
生
大
会
の

入
選
作
品
が
決
ま
り
次
の
会
場
で
展
示

き
れ
ま
す
。
お
父
さ
ん
、
お
母
き
ん
と

一
緒
に
写
生
し
た
楽
し
い
絵
が
多
く
、

か
な
り
良
い
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

改訂統制小作料(10アール当り)

農地 回 畑

等級 改訂後 改訂前 改訂後 改訂前 | 

1 6，826円 5，688円 2，604円

2 6，533円 5，444円 2，488円 2，073円

3 6，245円 5，204円 2，368円 1，973同

4 5，952円 4，960円 2，250円 1，875円

5 5，664円 4，720円 2，134円 1，778円

6 5，371円 4，476円 2，016円 1，680円

7 5，083円 4，236円 1，896円 1，580円

8 4，790円 3，992円 1，780円 1，483円

9 4，502円 3，752円 1，662円 1，385円

10 4，210同 3，508円 1，542円 1，285円

11 3，922円 3，268円 1，426円 1，188円

12 3，629円 3，024同 1，308円 1，090円

13 3，341円 2，784円 1，188円 990円

14 3，048円 2，540円 1，072円 893円

15 2，760円 2，300円 954円 795円

砂この省令は、 51年 4月10日から施行されました。

そう

・去勢手術を
7 日~J<)合同庁舎で〕

犬害をなく

避妊
(7月6日(火)・

す
の
で
皆
さ
ん
お
そ
ろ
い
で
ご
観
賞
く

だ
さ
い
c

入
場
料
は
無
料
で
す
。

と
き
・
と
ニ
ろ

l
七
月
三
日
出
四
日
嗣

午
前
十
時

1
午
後
四
時
、
山
本
鼎
記

念
館表

快般札活

発

J主
意

郵
便
局
職
員
に
ま
ぎ
ら
わ
し
い
服
装

を
し
て
、
「
郵
政
事
業
協
力
会
」
の
名
称

を
つ
か
い

、
表
札
の
販
売
を
行

っ
て
い

る
者
が
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
者
は
、
郵

便
局
と
は
い
っ
さ
い
関
係
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈上
回
郵
便
局
〉

最近、犬による人畜、農作物などへの被害があと

をたたず住民に迷惑をかけています。

保健所、上田市、上小飼犬管理対策協議会、上小

獣医師会は、この犬害防止対策のーっとして、次に

より「犬と猫」の避妊手術、去勢手術を行います。

避妊すると雄がこなくなり、去勢すると興奮したり

人をかまなくなります。

と き=7月6日(刈7日附午前 9時から

と こ ろ=上田合同庁舎北側
、
正午まで

料 金=ー頭につき避妊手術 1万円

" 
去勢手術 5千円

申込み先きー上田保健所、または市役所民生部公

害課環境指導係

お問合せ一民生部公害課環境指導係(宮@4100

内組 294有線②0671)

他一手術時間など くわしくは、申込み者

に直接連絡します。また、犬、猫の病

気などの相談も無料で当日行います。

σ〉そ
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6島

戦〕〔観

ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
見
方

t: 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
は
、
野
球
と
同

じ
く
ア
メ
リ
カ
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
ス

ポ
ー
ツ
で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
日
本
の

軟
式
野
球
の
よ
う
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

ル
ー
ル
は
、
投
手
は
必
ず
ア
ン
ダ
ー

ハ
ン
ド
で
打
者
に
投
球
し
、
走
者
は
、

ポ
ー
ル
が
投
手
の
手
か
ら
離
れ
る
ま
で

離
塁
で
き
ま
せ
ん
。

え'】一第721号 (腕義援綴朝一一広報

各
塁
聞
の
距
離
は
、
極
端
に
狭
く
な

っ
て
い
ま
す
(
野
球
の
本
塁
か
ら
投
手

板
ま
で
よ
り
目
叩
も
短
い
)
こ
れ
ら
を

除
け
ば
、
使
用
す
る
用
具
に
多
少
の
違

い
は
あ
り
ま
す
が
野
球
競
技
と
大
差
は

あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
、
上
田
市
で
行
わ
れ
た
全
日
本

実
業
団
男
子
の
試
合
を
目
の
あ
た
り
に

見
た
市
民
め
中
に
は
、
そ
の
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
る
ゲ

l
ム
に
、
野
球
と
は
違

っ
た
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
た
人
も
大
勢

い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

高
校
生
の
レ
ベ
ル
は
実
業
団
ほ
ど
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は

抜
群
で
す
。

こ
の
八
月
に
参
加
す
る
学
校
は
、
六

月
三
十
日
の
申
込
み
締
め
切
り
を
見
な

い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
過
去
の
成
績

を
参
考
に
す
れ
ば
、
女
子
で
は
栃
木
県

の
字
都
宮
女
子
商
業
高
校
が
強
く
、
そ

れ
を
近
畿
、
四
国
、
東
海
勢
が
追
っ
て

い
ま
す
。
男
子
は
、
女
子
よ
り
歴
史
が

浅
く
四
国
が
群
を
抜
い
て
強
く
、
そ
れ

を
追
っ
て
関
東
、
九
州
勢
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
野
球
の
名
門
校
が
顔
を
連
ね

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

高
校
生
の
青
春
を
か
け
た
好
プ
レ
ー

が
、
県
営
、
市
営
野
球
場
な
ど
五
会
場

で
随
所
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き

ま
す
。高

校
総
体
総
合
開
会
式

入
場
券
を
発
売

往
復
は
が
き
に
、
①
住
所
②
氏
名
③

電
話
番
号
④
参
加
方
法

(
a
徒
歩
、

b

自
家
用
自
動
車
、

c
自
転
車
、

d
単
車

e
国
鉄
、

f
長
野
電
鉄
、

g
路
線
パ
ス
)

別
に
記
入
し
、
返
信
は
が
き
に
、
申
込

者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

し
て
六
月
三
十
日
(
当
日
消
印
有
効
)

ま
で
に
、
上
田
市
教
育
委
員
会
国
体
高

校
総
体
事
務
局
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ

い

(
〒
三
八
六
、
大
手
一

l
一
一
ー
l
一

六
)〈入
場
料
・

上
田
市
取
り
扱
い

枚
数
〉

メ
ー
ン
ス
タ
ン
ド
、
二
百
円
(
上
田

市
分
は
四
十
七
枚
)

サ
イ
ド
・
パ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
百
円

(
上
田
市
分
は
百
五
十
三
枚
)

希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

八
月
一
目
、
長
野
市
で
行
わ
れ
る
、

「
全
日
本
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
」
の

総
合
開
会
式
入
場
券
を
次
に
よ
り
発
売

し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
早
目
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

〈
申
込
み
方
法
V

新規学校卒業生の

求人受付開始
6月20日から、 52年の中学校、高等学校の卒業

生を対象とした求人の受付を始めます。採用見込

みの事業所は、求人情報作成などの都合もありま

すので早目に上回公共職業安定所求人係まで申込

んでください。(宮@6363)

〈
入
場
券
の
交
付
通
知
〉

七
月
十
日
ま
で
に
本
人
に
通
知
し
ま

す。
上
田
市
も
開
会
式
行
う

八
月
一

・
六
日

上
田
市
も
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の

会
場
と
な
り
、
八
月
一
日
市
営
野
球
場

で
女
子
の
部
の
開
会
式
、
八
月
六
日
間

野
球
場
で
男
子
の
部
の
開
会
式
が
午
後

五
時
か
ら
行
わ
れ
ま
す
(
雨
天
市
民
会
館
)

こ
の
大
会
に
は
、
県
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
、
地
元
の
上
回
染
谷
丘
高
校
、
小

海
高
校
の
男
子
チ

l
ム
が
出
場
、
健
闘

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
大
勢
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
観
戦
を
お
勧
め
し

ま
す
。

働く婦人などの

福祉向上や相談相手
〔婦人少年室協助員へ気軽にど うぞ〕

働く婦人、勤労青少年、労働者家族の福祉向上

や保護、婦人の地位向上などの事業を進めている

労働省婦人少年局の出先機関である長野婦人少年

室では、住民の皆さんの協力を得て事業を円滑に

進めるため、県下に86名の婦人少年室協助員を委

嘱し、担当地区での活動をお願いしています。

上田市では、次の 3名の方が委嘱を受けて、働

く婦人、 勤労青少年や家事使用人、家族従業者、

労働者家族などの相談相手となり、どんな要求が

あるか、現状はどうかなどを調査、は握したり、

長野婦人少年室と連絡を取りながら活動されてい

ますので、お気軽にご相談ください。

竹内徳尾さん 上沢1422-1 

箱山政チさん 小井田 378

常磐城4-12-13丸山千代子さん
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